
①学科等の情報 
分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

工業 専門課程 IT 学科 ○  

修業 

年限 昼夜 

全課程の修了に必要な

総授業時数又は総単位

数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

2 年 昼間 

※2 年間での総単位は入学年度

で異なる 
35(現 1 年) 

35(現 2 年) 

単位 

 

 

20(1 年) 

14(2 年) 

14(1 年) 

20(2 年) 

1(1 年) 

1(2 年) 0 0 

単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

70 人 65 人 0 人 3 人 4 人 7 人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

教育課程編成委員会における委員の助言等を参考に、『カリキュラムポリシー』に

基づいて、現行カリキュラムの改善を検討する。 
カリキュラムの変更は、理事会及び評議員会の承認を受けて行う。 
授業担当者は『授業計画書（シラバス）作成ガイドライン』の方針に従い、授業計

画書（シラバス）を作成する。原則、開講の前年度までに作成し、開講年度初めに

公表する。 
公表は本校 HP にて行う。 
授業計画を不断に見直し、適時その内容を反映する。 
※『カリキュラムポリシー』、『授業計画書（シラバス）作成ガイドライン』、授業

計画書（シラバス）は HP 参照：https://bijisen.sctg.ac.jp/Disclosure/ 
成績評価の基準・方法 

（概要） 

『単位認定の方針』(https://bijisen.sctg.ac.jp/Disclosure/guide/) 
「学校法人坪内学園 教務規程」において、単位修得認定並びに成績評価（成績評

価方法、定期試験、定期試験を行わない授業科目の評価方法、成績評価基準等）に

ついて定める。 
授業計画書(シラバス)に示された評価の観点及び成績評価方法により、各規定に基

づいて成績の評価及び評定を行い、単位修得を認定する。 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

・卒業の認定に関する方針の具体的な内容 
『ディプロマ・ポリシー』(https://bijisen.sctg.ac.jp/Disclosure/guide/)を定め、

公表している。 
建学の精神及びエデュケーショナル・ポリシー（教育方針）に基づき、以下エデ

ュケーショナル・ゴールズ（教育目標）を達成し、かつ、所定の時間を履修し単

位を修得した学生に卒業を認定する。 
 IT 学科の修了者に対しては、「専門士」の称号が付与される。 
 
【IT 学科】     「専門士（工業専門課程）」 



≪エデュケーショナル・ゴールズ(教育目標)≫  
１ 情報処理技術、プログラミング、システム開発に関する知識を体系的に理解し

て技術を習得し、関連分野で活躍できる人材を育成する。 
２ 社会の動きに関心を持ち、常に新たな発想をもって物事に取り組み課題解決す

る姿勢を育成する。 
３ 自らを律し自己の良心と社会の規範やルールに従って行動し、他者と協調・協

働する人材を育成する。 
４ 社会的・職業的自立のための「基礎的・汎用的能力」を備え、社会の一員とし

ての意識を持ち社会の発展のために積極的に関与できる人材を育成する。 
５ ICT 活用能力、課題探究力及び主体的に学び続ける態度を育成する。 
  
・進級・卒業の認定基準(要件)及び認定の手順 
「学校法人坪内学園 教務規程」において定めている。 
学生の成績の一覧表を作成し、年度末に進級判定会議及び卒業判定会議を開催す

る。履修状況及び修得単位数を確認し、進級または卒業の可否を審議・判定する。

進級要件を満たした者に対し校長が進級を認定する。卒業要件を満たした者に対

し校長が卒業を認定する。 

学修支援等 

（概要） 

授業時間外に補習の時間を設け、学修支援を行っている。 

希望学生が担当教員に個別に相談できる体制がある。 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 36 人 

（100％） 

2 人

（  5.6％）

30 人

（ 83.3％）

4人

（ 11.1％）

（主な就職、業界等） 

IT 関連企業 

（就職指導内容） 

合同の企業・法人ガイダンスを開催し関連業界、就職先候補となる法人への理解を深め

る場の提供。個別就職相談、履歴書作成、模擬面接の実施。 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

Ruby 技術者認定試験、Java プログラミング能力認定、情報処理検定 等 

（備考）（任意記載事項） 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  73 人 6 人 8.2％ 



（中途退学の主な理由） 

進路変更によるもの 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

担任及び学生支援課が連携して随時面談等を実施するなど学校、学生、学生保護者と

の連携を密にするようにしている。 

 


